
南
一
号
館
と
そ
の
実
験
室
に
関
す
る
調
査
－
昭
和
初
期
の
理
科
教
室
に
見
ら
れ
る
特
徴
1

村
松
康
行

南一号館とその実験室に関する調査一昭和初期の理科教室に見られる特徴一

一
．
は
じ
め
に

　
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
、
中
等
科
・
高
等
科

理
科
特
別
教
室
と
中
等
科
教
室
・
地
理
標
本
室
か
ら
な
る
第
二
教
室
が
焼
失
し
た
。
同
年

一
二
月
末
ま
で
に
は
応
急
措
置
と
し
て
焼
け
跡
に
中
等
科
の
バ
ラ
ッ
ク
仮
教
場
が
つ
く
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
に
は
、
目
白
通
り
沿
い
に
木
造
の
仮

教
場
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
に
は
、
震
災
後
最
初
の
本
格
的
な
校
舎
建
設

の
第
一
弾
と
し
て
理
科
特
別
教
場
［
現

南
一
号
館
］
が
着
工
し
、
昭
和
二
年

（一

纉
�
ｵ
）
三
月
に
竣
工
し
た
。
な
お
、

こ
の
建
物
は
学
習
院
で
最
初
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
昭
和
寮
［
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
竣
工
・
現
日
立

目
白
ク
ラ
ブ
］
、
中
等
科
教
場
［
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
竣
工
・
現
西
一
号
館
］

　
　
　
　
　
へ
　
　

が
つ
く
ら
れ
た
。
震
災
後
に
建
設
さ
れ

た
建
物
の
中
で
こ
の
理
科
特
別
教
場
が
最

初
に
つ
く
ら
れ
、
ま
た
、
立
派
な
建
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
当
時
よ
り
理
科

教
育
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察

A．昭和2年度の卒業式に天皇陛下が
　行幸された時の写真（「学習院125年』より）

で
き
る
。
な
お
、
昭
和
二
年
度
（
一
九
二
七
）
の
卒
業
式
に
は
天
皇
陛
下
が
こ
の
建
物
を
訪

れ
て
い
る
。
『
学
習
院
一
二
五
年
』
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
こ
こ
に
転
載
す
る
（
写
真
A
）
。

　
戦
後
は
、
大
学
に
引
き
継
が
れ
、
南
一
号
館
と
名
付
け
ら
れ
、
理
学
部
の
研
究
室
、

学
生
実
験
室
、
教
室
、
事
務
室
な
ど
と
し
て
現
在
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。
当
初
か
ら

一
貫
し
て
理
科
系
の
実
験
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
外
観
、
内
部
と
も
に

保
存
が
よ
く
な
さ
れ
、
建
設
当
時
の
状
態
を
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
八
〇
年
以
上
を
経

過
し
た
歴
史
的
な
建
造
物
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
理
科
教
室
と
し
て
の
工
夫
も
随
所

に
見
ら
れ
、
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
例
え
ば
、
化
学
の
実
験
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
排
気
装
置
で
あ
る
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
！
は
出
窓
式
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

排
気
方
法
に
も
興
味
深
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
述
）
。
そ
こ
で
、
平

成
二
〇
年
度
（
二
〇
〇
八
）
よ
り
史
料
館
の
研
究
の
一
環
と
し
て
南
一
号
館
の
調
査
を

開
始
し
た
。
建
築
史
的
な
視
点
か
ら
の
調
査
は
杉
山
経
子
氏
が
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一

部
は
「
学
習
院
大
学
登
録
有
形
文
化
財
申
請
用
所
見
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ひ
。

　
こ
こ
で
は
、
理
科
教
室
の
特
徴
を
中
心
に
ま
と
め
る
。
な
お
、
筆
者
の
研
究
室
（
化
学
）

は
こ
の
建
物
の
中
に
あ
る
の
で
、
南
一
号
館
の
利
用
者
の
視
点
か
ら
も
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物
の
今
後
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

二
．
建
物
外
観
と
部
屋
の
配
置
に
つ
い
て

二
．
　
．
外
観
に
つ
い
て
（
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
築
）

南
一
号
館
は
、
北
側
に
あ
る
玄
関
を
中
心
に
東
西
に
伸
び
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i
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ト
造
、
地
下
一
階
地
上
三
階
の
建
物
で
あ
り
、
宮
内
省
内
匠
寮
の
設
計
で
建
設
さ
れ

た
。
地
下
室
を
含
め
た
総
面
積
は
、
二
、
五
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
総
工
費
は

三
二
万
六
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
と
百
周
年
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
設
計
図
面
な

ど
工
事
に
関
す
る
詳
し
い
記
録
は
、
「
工
事
録
内
匠
寮
大
正
一
五
年
・
昭
和
元
年
」
（
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
に
あ
る
。

　
こ
の
建
物
は
、
外
壁
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
張
で
あ
り
、
尖
頭
ア
ー
チ
型
の
正
面
玄

関
や
窓
が
印
象
的
な
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
築
で
あ
る
（
写
真
B
、
口
絵
写
真
9
、

1
0
）
。
北
側
に
位
置
す
る
玄
関
ポ
ー
チ
は
、
左
右
に
八
角
形
の
柱
を
備
え
た
重
厚
感
の

あ
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
壁
に
は
福
島
産
の
日
の
出
石
（
砂
岩
の
一
種
）
、
床
に

は
花
闇
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
玄
関
ポ
ー
チ
を
一
歩
入
っ
た
左
右
の
壁
に
は
ア
ー
ル

デ
コ
調
の
細
長
い
窓
が
あ
り
、
明
か
り
取
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ー
チ
型
の
玄
関

部
分
は
と
て
も
存
在
感
が
あ
り
、
長
年
に
渡
り
理
学
部
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
入
学
式
や
卒
業
式
の
時
の
記
念
撮
影
、
研
究
室
や
グ
ル
ー
プ
の
集

合
写
真
で
は
玄
関
ア
ー
チ
を
バ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
建
物
外
観
は
と
て
も
気
品
が
あ
り
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

玄
関
前
に
二
本
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
大
木
と
も
調
和
し
、
学
生
達
に
と
っ
て
の
学
び
舎
と
し

て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
卒
業
生
の
心
の
中
に
も
残
っ
て
い
る
。

二
．
二
．
各
階
に
お
け
る
部
屋
の
配
置
に
つ
い
て

建
設
当
時
の
部
屋
の
配
置
と
名
称
を
図
l
a

（
三
階
）
に
示
す
。

　
建
設
当
時
の
各
階
の

部
屋
の
名
称
を
見
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
時
代

の
教
科
が
ど
の
よ
う
な

構
成
で
ど
の
よ
う
な
教

育
が
行
わ
れ
て
い
た
か

を
推
測
で
き
興
味
深

い
。
以
下
に
各
階
ご
と

（一

K
）
、
図
1
b
（
二
階
）
、
図
l
c

B．学生に親しまれている南1号

　館玄関ポーチ

に
部
屋
の
名
称
を
記
す
。

　
　
一
階
“
化
学
教
室
、
化
学
機
器
室
、
天
秤
室
、
化
学
準
備
室
、
教
員
室
、
小
使
室
、

　
　
　
　
物
理
実
験
室
、
物
理
講
義
室
（
階
段
教
室
と
の
記
載
が
あ
る
）
、
準
備
室
、

　
　
　
　
物
理
機
器
室
（
三
室
）
、
物
理
特
別
教
室
、
理
化
暗
室

二
階
…
化
学
実
験
室
（
二
室
）
、
特
別
化
学
実
験
室
、
博
物
機
器
室
、
標
本
整
理

　
　
　
室
、
（
二
室
）
、
動
物
標
本
室
、
動
物
植
物
実
験
室
、
準
備
室
、
植
物
培
養

　
　
　
室
、
動
物
飼
育
室
、
暗
室

三
階
H
地
質
鉱
物
実
験
室
、
特
別
実
験
室
、
鉱
物
化
石
標
本
室
、
博
物
講
義
室
（
二

　
　
　
室
）
、
準
備
室
（
二
室
）
、
液
浸
標
本
室
、
植
物
暗
葉
室
、
鳥
獣
剥
製
標
本
室

　
こ
れ
ら
の
部
屋
の
名
称
か
ら
見
る
限
り
、
当
時
の
理
科
の
科
目
と
し
て
は
、
博
物
学
、

化
学
、
物
理
学
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
高
校
と
大
き
く
違
う
点
は
、

博
物
学
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
鉱
物
学
、

動
物
学
、
植
物
学
も
博
物
学
に
包
括
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
と
、
ス
ペ
ー
ス
的
に
も
二

階
の
半
分
と
三
階
全
部
が
博
物
学
関
連
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
標
本
を
用
い
た

講
義
に
力
を
入
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
現
在
、
中
・
高
等
科
の
地
下
に
保
管
さ
れ

て
い
る
標
本
類
の
多
く
は
こ
こ
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
そ
の
中
で
脂
葉
標
本
に

つ
い
て
は
注
（
5
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）
。
質
と
量
を
考
え
て
も
、
大
変
素
晴
ら
し

い
標
本
や
資
料
を
用
い
た
、
レ
ベ
ル
の
高
い
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
化
学
や
物
理
学
の
部
屋
の
多
く
に
は
実
験
室
、
実
験
準
備
室
、
機
器
室
の
名
称

が
つ
い
て
お
り
、
実
験
や
物
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
（
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
後
で
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
る
）
。

　
戦
後
は
、
理
科
特
別
教
場
か
ら
名
称
が
大
学
の
南
一
号
館
と
変
わ
り
、
こ
の
建
物
を

理
学
部
が
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
一
階
に
事
務
室
、
学
部
長
室
、
教
室

二
〇
八
室
）
、
二
階
に
会
議
室
を
備
え
た
以
外
は
、
各
教
授
の
研
究
室
や
実
験
室
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
は
、
一
階
東
側
n
高
橋
研
究
室

（
物
理
学
）
、
一
階
西
側
…
赤
荻
研
究
室
（
化
学
）
、
二
階
東
側
…
村
松
研
究
室
（
化
学
）
、

二
階
西
側
”
花
岡
研
究
室
（
生
命
科
学
）
、
三
階
東
側
”
平
野
研
究
室
（
物
理
学
）
、
三

階
西
側
”
渡
邊
研
究
室
（
物
理
学
）
が
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
生
命
科
学
科
が
設
立
さ

れ
る
ま
で
は
、
二
階
西
側
の
部
屋
に
は
長
年
に
わ
た
り
物
理
科
の
溝
口
研
究
室
が
入
っ
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南一号館とその実験室に関する調査一昭和初期の理科教室に見られる特徴一
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て
い
た
。
地
階
は
、
ト
イ
レ
、
電
気
変
電
室
、
実
験
機
器
室
が
あ
る
。
ト
イ
レ
は
平
成

八
年
（
一
九
九
六
）
に
内
部
が
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
同
じ
場
所
が
ト
イ
レ

で
あ
っ
た
。
地
下
の
電
気
変
電
室
は
、
以
前
は
蓄
電
室
と
し
て
、
充
電
な
ど
に
も
用
い

ら
れ
て
い
た
。
昭
和
二
五
年
（
↓
九
五
〇
）
に
理
学
部
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
木
越
邦

彦
名
誉
教
授
（
化
学
）
の
話
に
よ
る
と
、
蓄
電
室
に
直
流
発
電
機
が
あ
り
、
鉛
電
池
に

充
電
し
、
百
ボ
ル
ト
の
直
流
と
し
て
各
研
究
室
に
配
電
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
は
停
電
が
頻
繁
に
起
き
て
お
り
、
蓄
電
室
か
ら
の
電
気
が
大
い
に
役
立
っ

て
い
た
。
地
下
の
蓄
電
室
は
し
ば
ら
く
の
期
間
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三
．
研
究
室
に
つ
い
て

三
．
　
一
．
部
屋
の
特
徴

　
主
た
る
部
屋
の
内
装
は
、
床
は
板
張
（
一
部
リ
ノ
リ
ウ
ム
張
）
、
腰
壁
に
竪
羽
目
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

が
張
ら
れ
、
壁
、
天
井
は
漆
喰
塗
で
あ
っ
た
。
天
井
ま
で
の
高
さ
も
約
四
m
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
と
大
き
な
窓
が
居
心
地

の
良
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
（
写
真

C
）
。
各
部
屋
の
扉
は
木
製
の
重
厚
な
作

り
で
あ
り
、
欄
間
（
ガ
ラ
ス
入
）
を
持
つ

も
の
も
あ
る
。
修
繕
前
の
窓
は
ス
チ
ー
ル

サ
ッ
シ
、
廊
下
側
に
は
上
げ
下
げ
窓
や
欄

間
付
の
扉
と
い
っ
た
木
製
の
建
具
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
廊
下
や
実
験

室
な
ど
、
随
所
に
手
洗
い
や
実
験
用
の
流

し
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
現
在
で
は
、
床
は
リ
ノ
リ
ウ
ム
な
ど
に

張
替
え
ら
れ
て
お
り
、
窓
枠
は
昭
和
四
九

年
二
九
七
四
）
に
ス
チ
ー
ル
か
ら
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
に
取
り
扶
日
え
ら
れ
た
。
筆
者
が

C．実験室（201室西側）

大
学
院
生
の
時
に
窓
枠
が
交
換
さ
れ
た
の

を
覚
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
黒
っ
ぽ
い

窓
枠
だ
っ
た
が
、
交
換
後
は
、
銀
色
に
光
っ

た
ア
ル
ミ
製
の
枠
が
目
立
ち
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
数
が
経
つ
と
慣
れ

た
た
め
か
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
窓
枠
交
換
を
行
う
事
前
調
査

に
立
ち
会
っ
た
村
田
好
正
・
元
化
学
科
教

授
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
壁
の
中
の
鉄
筋

が
し
っ
か
り
し
て
変
質
も
受
け
て
い
な
い

と
業
者
が
驚
い
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

窓
枠
以
外
に
も
、
事
務
室
、
学
部
長
室
［
と

も
に
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
に
改
装
］

や
一
部
の
実
験
室
は
、
全
面
的
に
改
装
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
部
屋
は
、

と
い

　
　
　
　
　
　
へ
　
　

ほ
ど
残
っ
て
い
る
。

ム
循
環
型
で
あ
り
、

取
り
外
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、

建設当時から残っている黒板（201室北側〉．
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
羽
目
板
の
腰
壁
や
漆
喰
塗
の
壁
、
高
い
天
井

っ
た
当
初
の
内
装
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
か
ら
の
黒
板
も
二
箇
所

　
　
　
　
　
二
〇
一
室
の
黒
板
の
写
真
を
示
す
（
写
真
D
）
。
暖
房
は
、
ス
チ
ー

　
　
　
　
　
各
部
屋
に
マ
ン
ト
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
や
天
井
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

三
．
二
．
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

三
．
二
．
一
．
出
窓
式
で
排
気
に
特
別
な
工
夫

　
一
階
と
二
階
の
東
側
部
分
は
、
化
学
実
験
室
と
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
ド
ラ
フ
ト

チ
ャ
ン
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
E
）
。
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
は
、
化
学
の

実
験
で
酸
や
揮
発
性
の
薬
品
を
使
用
す
る
と
き
な
ど
室
内
に
有
毒
な
ガ
ス
や
悪
臭
が
充

満
し
な
い
よ
う
に
排
気
す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
化
学
の
実
験
で
は
不
可
欠
な
設

備
で
あ
る
。
な
お
英
語
で
は
時
①
津
o
冨
日
σ
Φ
「
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
津
ヨ
①
げ
o
o
α
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
南
一
号
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
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フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
は
、
後
か
ら
設
置
し
た
も
の
で
は
な
く
、
設
計
の
段
階
か
ら
建
物
の

一
部
と
し
て
出
窓
式
の
も
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
（
口
絵
写
真

1
1
、
1
2
）
。
ま
た
、
そ
の
内
部
に
水
道
と
ガ
ス
を
配
管
し
実
験
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

れ
ら
の
こ
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
図
面
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
図
面

の
一
部
を
図
2
に
示
す
。
ま
た
、
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
や
ガ
ス
配
管
の
形
状
や
取
り

付
け
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
は
図
面
と
は
別
に
、
文
章
で
記
載
し
た
仕

様
書
も
残
っ
て
い
る
（
図
3
）
。

　
こ
の
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
の
排
気
原
理
に
興
味
深
い
特
徴
が
あ
る
。
現
在
見
ら
れ

る
よ
う
な
電
動
フ
ァ
ン
（
換
気
扇
）
を
使
っ
て
い
な
い
。
当
時
は
、
チ
ャ
ン
バ
ー
上
部

に
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
、
火
を
焚
く
こ
と
で
上
昇
気
流
を
起
こ
し
、
煙
突
を
通

し
外
部
に
排
気
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
煙
突
の
手
前
で
熱
せ
ら
れ
軽
く
な
っ
た
空
気
が

煙
突
を
通
り
上
昇
し
、
そ
の
分
下
か
ら
チ
ェ
ン
バ
i
内
の
空
気
が
吸
い
上
げ
ら
れ
排
気

さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
排
気
原
理
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
有
害
ガ
ス
や
悪
臭
が
室
内
に
入
る
の
を
防
ぐ
。
当
時
は
、
電
気
モ
ー
タ
が
高
級
で

あ
り
、
ま
た
、
耐
久
性
に
も
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
上
昇
気
流
を
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
し
た
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

E．ドラフトチャンバー
　　左側の2つの窓が元から付いている出窓式チャンバー。

　　右側の箱形の1台が新しいもの。

を
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現

在
で
は
改
修
さ
れ
て
古
い
方
式

は
使
っ
て
お
ら
ず
、
出
窓
の
正
面

上
部
に
換
気
扇
（
電
動
）
が
取
り

付
け
ら
れ
て
お
り
、
排
気
を
担
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
八
〇
年
以
上

経
過
し
た
現
在
も
多
少
の
修
繕

を
加
え
た
だ
け
で
、
建
設
当
時
と

同
じ
様
に
出
窓
が
ド
ラ
フ
ト
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
な
お
、

一
階
の
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

は
、
改
修
さ
れ
た
形
跡
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
哲
．

≡
声
六
船
噸
、
ハ
幽
ヲ
冷
縁
’
酢
管
ヲ
ず
ス
｝
塾
λ

赤
歓
湾
幣
薪
系
壷
蓼
レ
夷
ん
蓼
望
曜
面

微
・
饗
霧
輝
・
髄
・
差
ジ
ケ
ー
寄
管
乳
み
寡
シ

播
、
多
勤
ウ
茎
〆
護
荊
・
亥
ゑ
τ
潔
ヲ
血
レ
露
募
紬

　
　
塾
、
藤
飛
賑
鵡
藷
曙
蒸
導
虞
7
露
鋸
懇
蟹
葎
・
汐
亀
野
、

　
　
　
、
慮
鵬
臓
去
4
ダ
さ
”
5
メ
繍
甜
ハ
ぜ
’
移
隻
畢
7
少
紘
一
我
『

．
絃
難
擁
砿
勢
蹴
輪
誕
羅
購
姦

　
　
濡
簿
乞
繕
珍
ρ
製
ト
撫
や
誌
3
～
琢
右
タ
・
奪
管
ゑ

　　

T
鎧
拳
陰
畢
鞭
響
搭
ヲ
孟
v
》
傷
－
内

　
　
し
編
諜
醗
灘
醜
矯
穆
蘇
霧
デ
ラ
・
卜
夙
髪
」
（
戴

ー
蝶
灘
編
灘
難
鰻
鞍
鷲
妨
惣
獺

図2．2階東側の3つの部屋が描かれている設計図（部分）
　　出窓式のドラフトチャンバーへのガス配管が確認できる。

図3．ドラフトチャンバーの取り付けに関する仕様書
　　　ガス管の形状や取り付けについての注意点が書かれている。
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ハ
ヨ
ね

見
ら
れ
ず
、
煙
突
部
分
な
ど
に
も
当
時
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
昭
和
二
〇
年
代
（
一
九
四
〇
）
に
こ
の
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
を
実
際
に
使
っ
て
実

験
を
し
て
い
た
木
越
名
誉
教
授
の
話
し
で
は
、
ガ
ス
に
火
を
付
け
煙
突
を
暖
め
る
と
、

充
分
な
排
気
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当
時
は
停
電
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
影

響
さ
れ
ず
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
で
の
実
験
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
南
一
号
館
に
現
在
残
っ
て
い
る
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
は
、
一
階
一
〇
五
室
に
一
台
、
二

階
二
〇
一
室
に
二
台
、
二
〇
四
室
に
一
台
、
二
〇
五
室
に
二
台
の
合
計
六
台
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
一
階
南
側
の
部
屋
の
も
の
は
幅
が
半
分
で
開
口
部
が
一
箇
所
の
小
型
な
タ
イ
プ
で
あ

る
。
設
計
図
に
は
、
一
階
の
化
学
塗
備
室
（
現
理
学
部
長
室
）
に
も
一
箇
所
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
部
屋
は
窓
枠
周
囲
の
石
の

材
質
が
他
と
少
し
異
な
る
の
で
、
後
に
チ
ャ
ン
バ
ー
を
取
り
外
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
図
4
に
、
二
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
を
室
内
か
ら
見
た
図
を

示
す
。
出
窓
の
屋
外
の
部
分
の
大
き
さ
は
、
幅
二
五
〇
㎝
奥
行
九
〇
㎝
高
さ
一
八
〇
㎝

で
あ
る
。
開
口
部
は
窓
の
形
を
し
て
い
て
、
横
幅
は
七
五
㎝
と
部
屋
の
窓
と
ほ
ぼ
同
じ

サ
イ
ズ
で
あ
る
。
ま
た
、
室
内
に
お
い
て
は
、
床
か
ら
八
〇
㎝
に
開
口
部
が
設
置
さ
れ

天井面

96cm

96cm

　　　　　　　　バーナー部ドラフトチャンバー　　　　　　　　　（ここでガスを燃やしの窓枠　　　　　　　　　　上昇気流を作る）
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1…

c
…
：
…
…
…
…
≡
…
…

飛
驚
更
で
扉

80cm

字……………す…“㌫

出窓部分（点線内部）

幅x高さx奥行，250xi80x90cm（外寸）

開
ロ
部
（
ガ
ラ
ス
張
り
で
上
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
）

床面

図4．南1号館に設置されている出窓式ドラフトチャン

　　　バーを室内から見た図
　　　出窓の内側に開口部（白抜き）が2箇所ついている。

　　　排気は上部でガスを燃やし上昇気流を発生させる。

て
い
る
。
こ
れ
は
窓
の
位
置
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
窓
が
並
ん
で
い
る
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
。
一
つ
の
出
窓
に
対
し
て
、
二
つ
の
開
口
部
が
約
六
〇
㎝
間
隔
で

つ
い
て
い
る
（
但
し
、
一
階
の
小
型
な
タ
イ
プ
は
開
口
部
が
一
つ
）
。
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
の
扉
部
分
は
、
上
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
持
ち
上
げ
る
方
式
で
あ
る
。
開
閉
に
当
た
っ

て
は
、
吊
り
下
げ
て
い
る
紐
が
壁
の
中
に
あ
る
重
り
に
滑
車
を
介
し
て
繋
が
っ
て
い
る

の
で
、
軽
く
動
き
、
自
由
な
場
所
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

内
は
元
々
鉛
の
板
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
薬
品
に
よ
る
腐
食
を
防
ぐ
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
鉛
は
毒
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
チ
ャ
ン
バ
ー
内
は
近
年
に
な
っ

て
ス
テ
ン
レ
ス
の
板
に
張
り
替
え
ら
れ
た
。
内
部
に
は
ラ
イ
ト
は
な
い
が
、
出
窓
の
正

面
は
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
か
ら
の
光
が
入
り
日
中
は
明
る
く
作

業
し
易
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
電
気
照
明
は
用
い
て
い
な
い
。

三
．
二
．
二
．
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
の
歴
史

　
上
で
述
べ
た
が
、
南
二
号
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
の
作
動
原

理
は
、
火
を
焚
く
こ
と
で
上
昇
気
流
を
お
こ
し
排
気
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
内
で
記

録
の
あ
る
他
の
古
い
ド
ラ
フ
ト
チ
ェ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
明
治
村
に
移
築
さ
れ
て
い
る

第
四
高
等
学
校
（
金
沢
大
学
の
前
身
）
の
物
理
化
学
教
室
［
明
治
二
三
年
（
・
一
八
九
〇
）

建
設
］
が
あ
げ
ら
れ
る
。
階
段
教
室
の
正
面
に
大
き
な
実
験
台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
ろ
に
は
上
下
す
る
二
枚
の
黒
板
が
あ
る
。
そ
の
黒
板
の
内
側
が
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

ン
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
上
部
は
煙
突
に
繋
が
っ
て
い
る
（
明
治
村
H
P
）
。
し
か
し
、

こ
の
排
気
の
動
力
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。

　
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
た
文
献
は
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で

は
殆
ど
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
但
し
、
米
国
の
研
究
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

発
明
王
で
あ
る
エ
ジ
ソ
ン
（
↓
げ
o
日
9
ω
国
島
ω
o
p
”
一
八
四
七
－
一
九
三
一
）
が
彼
の
研
究
室

か
ら
出
る
ガ
ス
を
ダ
ク
ト
を
通
し
、
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
に
繋
い
で
排
気
し
た
と
い
う
記
録
が
あ

　
　
り
る
。
エ
ジ
ソ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
第
四
高
等
学
校
が
建
設
さ
れ
る
少
し
前
で
あ
る
が
、
こ
の
方

法
が
ど
こ
ま
で
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
一
号
館
が
建
設
さ

れ
た
の
は
エ
ジ
ソ
ン
が
活
躍
し
て
い
た
晩
年
と
重
な
る
の
で
、
上
昇
気
流
を
お
こ
す
排
気
方
法

は
そ
の
時
代
に
は
日
本
ま
で
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
方
法
は
原
理
的
に
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は
簡
単
な
の
で
、
エ
ジ
ソ
ン
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
現
在
の
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
は
、
本
体
を
室
内
に
置
き
、
そ
れ
を
屋
上
に
設
置
し

た
排
気
フ
ァ
ン
に
ダ
ク
ト
で
繋
ぎ
排
気
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
有
害
ガ
ス
を
大

気
に
出
さ
な
い
た
め
、
最
近
で
は
排
気
ガ
ス
を
一
端
ス
ク
ラ
バ
！
部
（
水
の
シ
ャ
ワ
ー
）

に
通
し
、
洗
っ
た
後
に
排
気
す
る
方
法
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
は
、
化
学
実
験
室
だ
け
で
な
く
、
現
在
で
は
、
化
学
工
場
、

医
療
機
関
、
放
射
性
物
質
の
使
用
施
設
な
ど
で
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
安
全
面
や
環

境
汚
染
を
防
ぐ
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
設
備
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
歴
史
的
な
記
載
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
し
か
見
あ
た
ら
ず
、
い
ま
残
っ
て
い
る
古

い
施
設
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
そ
の
た
め
、
南
一
号
館
の
出
窓
式
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
！

は
当
時
の
理
科
教
室
の
状
況
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
化
学
実
験
室
や
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン

バ
ー
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

三
．
三
．
実
験
教
室

　
南
一
号
館
二
〇
一
号
室
（
化
学
実
験
室
）
は
現
在
で
は
三
つ
の
部
屋
に
分
け
ら
れ
て

い
る
が
、
元
々
は
一
つ
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
北
側
の
壁
に
大
き
な
黒
板
が
取
り
付
け
ら

れ
、
東
側
と
南
側
に
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
講
義
だ
け
で
な
く

実
験
も
で
き
る
「
実
験
教
室
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
化
学
を
勉
強

す
る
上
で
は
、
実
験
は
不
可
欠
で
あ
り
、
講
義
と
実
験
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
が
行
わ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
部
屋
に
ド
ラ
フ
ト
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

教
師
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
実
験
を
見
せ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
生
徒
も

自
分
の
手
を
動
か
し
か
な
り
実
験
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
化
学
の
他

の
部
屋
に
も
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
が
完
備
さ
れ
、
当
時
の
学
習
院
中
等
科
・
高
等
科

で
は
実
験
に
力
を
入
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
理
科
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
理
学
部
で
も
創
立
当
時
か
ら
、
「
実
験
を
通
じ
て
各
自
が
自
分
の
手
を
動
か
し
、

自
分
の
目
で
確
か
め
考
え
る
…
」
と
い
う
教
育
方
針
を
貫
い
て
い
る
が
、
こ
の
精
神
は

そ
の
当
時
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
多
く
の
高
校
で
は
、
受
験
勉
強
を
重
視

す
る
た
め
、
ま
た
、
実
験
に
よ
り
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
事
故
を
心
配
す
る
余
り
、
生

徒
が
自
分
の
手
を
動
か
し
行
う
実
験
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
化
学
実
験

室
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

実
験
を
重
視
す
る
理
科
教
育
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
重

三
．
四
．
そ
の
他
特
徴
的
な
こ
と

　
上
述
し
た
が
、
南
一
号
館
は
し
っ
か
り
と
し
た
趣
の
あ
る
建
物
で
あ
り
、
内
部
も
天

井
が
高
く
、
ゆ
っ
た
り
と
作
ら
れ
て
い
る
。
窓
は
天
井
近
く
ま
で
の
び
て
お
り
、
開
口

部
の
面
積
が
広
い
の
で
、
光
が
入
り
、
北
側
の
部
屋
に
お
い
て
も
明
る
く
過
ご
し
易
い
。

そ
の
た
め
、
研
究
や
思
考
を
し
て
い
て
も
落
ち
着
く
。
研
究
室
に
入
っ
て
き
た
学
生
達

は
、
初
め
の
う
ち
、
古
い
建
物
に
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
も
あ
る
が
、
卒
業
す
る
頃
に
は

こ
の
建
物
の
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
何
年
か
前
で
あ
る
が
、
理
学
部

の
新
研
究
棟
の
建
設
が
決
ま
り
、
南
一
号
館
が
解
体
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
間
違
っ
た

噂
が
立
っ
た
と
き
、
多
く
の
卒
業
生
か
ら
存
続
の
声
が
上
が
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
一
階
の
一
〇
八
室
は
、
当
時
は
物
理
講
義
室
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
設
計
図
を
見
る
限

り
階
段
教
室
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
形
跡
は
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
実
際

に
階
段
教
室
と
し
て
作
ら
れ
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
現
在
、
こ
の
部
屋
の
黒
板
は
背
が

高
く
、
二
枚
に
分
か
れ
上
下
に
ス
ラ
イ
ド
で
き
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
教
え
る
側
と
し
て
も
板

書
が
と
て
も
し
易
く
、
使
い
や
す
い
教
室
で

あ
る
。
現
在
の
黒
板
は
戦
後
に
取
り
付
け
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
元
々
は
階
段
教

室
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
当
初
の
黒
板
も
上
げ
下
げ
式
の
背
の
高

い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
玄
関
を
入
っ
た
中
央
階
段
の
空
間
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

階
段
の
欄
干
は
ト
音
記
号
の
よ
う
な
独
特

な
模
様
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
効
い
て

い
る
（
口
絵
写
真
1
3
・
1
4
、
写
真
F
）
。

二
階
か
ら
三
階
に
か
け
て
の
南
側
に
は
、

F．階段の欄干の模様
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G．廊下の天井にはられた電気の配線

り
、
横
長
の
建
造
物
で
あ
る
が
内
部
で
の
移
動
が
行
い
や
す
い
。

そ
の
中
で
研
究
を
す
る
者
に
と
っ
て
は
居
心
地
の
良
い
空
間
で
あ
る
。

ア
ー
チ
か
ら
の
眺
め
も
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
（
口
絵
1
5
）
。

　
当
時
の
高
校
の
理
科
教
室
が
今
で
も
大
学
理
学
部
の
研
究
室
や
教
室
と
し
て
使
え
る

の
は
、
当
初
か
ら
質
の
高
い
本
格
的
な
理
系
の
研
究
・
教
育
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
理
科
系
の
実
験
テ
ー
マ
や
装
置
は
、
研
究
の
目
的
や
時
代
に

応
じ
て
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
室
内
に
新
し
い

機
器
を
入
れ
た
り
、
電
気
配
線
（
写
真
G
）
を
変
え
た
り
す
る
場
合
も
こ
の
建
物
は
使

い
易
い
。
ま
た
、
広
く
ゆ
っ
た
り
と
作
ら
れ
て
お
り
、
天
井
も
高
い
た
め
、
研
究
課
題

が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
の
建
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

八
〇
年
以
上
に
わ
た
り
理
科
系
の
最
先
端
の
研
究
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。

四
．
今
後
の
利
用
方
法

縦
長
で
尖
頭
ア
ー
チ
形

の
窓
が
＝
一
つ
並
ん
で
お

り
、
階
段
の
空
間
に
明

る
さ
と
広
が
り
を
与
え

て
い
る
。
中
央
階
段
は

幅
が
広
い
た
め
、
科
学

機
器
の
搬
入
に
適
し
て

い
る
。
建
物
の
東
西
に

も
階
段
が
つ
い
て
お

　
こ
の
階
段
部
分
も
、

　
　
　
ま
た
、
玄
関
の

　
以
上
述
べ
た
様
に
、
南
一
号
館
は
関
東
大
震
災
の
直
後
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
と
し
て
建
築
史
的
に
見
て
も
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
当
初
か
ら
理
科
の

実
験
室
や
研
究
室
と
し
て
の
工
夫
が
随
所
に
な
さ
れ
、
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
建
物
自

体
も
気
品
あ
る
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
持
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
存
在
感
も
大

い
に
あ
る
。
特
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
校
舎
の
跡
地
の
南
一
号
館
寄
り
に
広
場
が
で
き
る
の

で
、
学
生
の
動
線
も
南
一
号
の
前
ま
で
伸
び
て
く
る
と
想
像
さ
れ
る
。
平
成
二
二
年
度

（
二
〇
一
〇
）
に
は
、
南
一
号
館
に
入
っ
て
い
る
研
究
室
や
理
学
部
事
務
室
は
新
理
学

部
棟
（
南
七
号
館
）
に
移
転
す
る
。
そ
の
後
、
南
一
号
館
は
改
修
さ
れ
、
教
室
や
そ
の

他
の
目
的
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
建
物
の
持
っ

て
い
る
様
式
美
や
当
初
か
ら
あ
る
特
徴
は
で
き
る
限
り
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
以
前
改
修
が
行
わ
れ
た
西
一
号
館
の
場
合
は
、
も
と
も
と
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
い

る
箇
所
が
目
立
つ
。
そ
の
建
物
が
持
っ
て
い
る
雰
囲
気
も
残
し
新
し
く
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
。

　
例
え
ば
、
幾
つ
か
の
部
屋
は
で
き
る
だ
け
元
の
形
を
残
し
改
修
し
、
そ
れ
に
調
和
し

た
机
、
椅
子
、
棚
な
ど
を
配
し
て
歴
史
的
な
雰
囲
気
を
残
す
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
格
調
高
い
展
示
室
な
ど
と
し
て
も
活
用

で
き
る
。
ま
た
、
普
段
は
自
習
室
な
ど
と
し
て
学
生
に
開
放
し
、
必
要
に
応
じ
て
展
示

ス
ペ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
i
室
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
と
有
効
活
用
に
繋
が
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
部
屋
に
し
て
お
く
と
、
学
術
集
会
な
ど
の
後

の
懇
親
会
会
場
や
O
B
会
の
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
理
学
部
だ
け
で

な
く
全
学
で
こ
の
貴
重
な
建
物
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
（
但
し
、
展

示
室
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
建
物
に
は
窓
が
多
い
の
で
展
示
棚
を
置
く
場
所

が
限
ら
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
部
屋
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
考
慮
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
）

　
古
い
大
学
の
建
物
を
歴
史
的
な
雰
囲
気
を
残
し
改
修
し
、
学
生
に
も
使
え
る
ス
ペ
ー

ス
に
す
る
こ
と
は
、
学
生
達
が
自
然
な
形
で
、
学
問
の
継
続
性
や
普
遍
性
を
感
じ
る
こ

と
に
繋
が
り
、
教
育
的
な
価
値
も
高
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
卒
業
生
に
と
っ
て
も
、
自

分
た
ち
の
学
生
時
代
か
ら
あ
る
建
物
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
で
、
更
な
る

学
問
や
文
化
へ
の
感
心
が
沸
き
、
ま
た
、
愛
校
心
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し
い
建
物
が
増
え
、
学
習
院
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気

が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
、
南
一
号
館
の
存
在
意
義
は
と
て
も
大
き
い
。
今

後
は
、
こ
の
建
物
が
も
っ
て
い
る
特
徴
や
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
品
格
を
う
ま
く
残

し
た
形
で
改
修
し
、
有
効
活
用
に
当
た
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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南一号館とその実験室に関する調査一昭和初期の理科教室に見られる特徴一

注
（
1
）
『
学
習
院
百
年
史
　
第
二
編
』
（
一
九
八
一
年
、
学
習
院
発
行
）

（
2
）
「
学
習
院
一
二
五
年
　
一
八
七
七
－
二
〇
〇
二
」
（
二
〇
〇
二
年
、
学
習
院
発
行
）

（
3
）
杉
山
経
子
建
築
＋
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
「
学
習
院
大
学
登
録
有
形
文
化
財
申
請
用

　
　
所
見
」
（
二
〇
〇
九
年
、
学
習
院
）

（
4
）
「
工
事
録
内
匠
寮
　
大
正
一
五
年
・
昭
和
元
年
　
三
八
巻
」
第
一
号
（
宮
内
庁
書

　
　
陵
部
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
よ
　
つ

（
5
）
「
学
習
院
中
等
科
・
高
等
科
標
本
保
管
室
収
蔵
の
膳
葉
標
本
」
（
二
〇
〇
九
年
、

　
　
学
習
院
）

（
6
）
「
第
四
高
等
学
校
物
理
化
学
教
室
」
明
治
村
の
H
P
よ
り
（
ぼ
膏
＼
＼
妻
話
華

　
　
日
9
巨
霞
p
8
日
＼
≦
ω
ミ
ω
一
9
曽
呂
）

（
7
）
P
。
華
固
暑
害
ヨ
①
国
。
a
零
。
」
①
。
こ
雷
寳
窪
8
b
d
興
匿
①
宅
蜜
号
。
巴

　
　
い
餌
σ
o
轟
8
q
の
H
P
よ
り

　
　
（
算
6
”
＼
＼
象
g
8
」
耳
゜
q
。
〈
＼
三
σ
q
算
Φ
9
＼
皆
日
9
。
＆
＼
ω
叶
¢
自
Φ
葺
ω
＼
ω
β
8
＼
ぴ
q
『
亜
昌
＼

　
　
日
団
騨
耳
巨
）
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口絵9．南1号館の正面を描いた設計図（部分）（宮内庁書陵部所蔵）

口絵10，南1号館正面入口 口絵11．ドラフトチャンバーの開口部　　楠1号館201到

口絵12． ドラフトチャンバーの出窓部分
　　　　　　　　　（南1号館東側2階に3台、1階1台）

口絵13．南1号館の中央階段上部の窓



口絵14．南1号館の中央階段部分 1階と2階の間の踊り場より撮す．

口絵15．玄関のアーチから見た夕暮れのピラミッド校舎 （平成20年1月撮影）


